
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
化
と
地
域
の
変
貌

ー
ユ
ル
ポ
ア
地
方
に
お
け
る
歴
史
地
理
学
的
一
特
質

i

菊

池

雅

i言:

じ

め

Iこ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
社
会
成
立
の
劃
期
が
市
民
革
命
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
市
民
革
命
は
封
建
的
土
地
所
有
の
廃
棄
を
も
っ
て

フランスの近代化と地域の変貌

中
心
課
題
と
な
す
に
あ
る
。
し
か
し
て
近
代
化
過
程
は
絶
対
主
義
時
代
を
通
じ
て
用
意
さ
れ
、
固
に
よ
っ
て
様
相
を
異
に
す
る
が
、

農

業
・
土
地
問
題
を
農
民
的
立
場
か
ら
如
何
に
処
理
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
化
の
様
相
は
は
っ
き
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
か

か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
化
の
特
質
が
イ
ギ
リ
ス
及
び
ド
イ
ツ
の
そ
れ
と
異
っ
て
い
る
こ
と
は
、

つ
と
に
比

較
経
済
史
等
の
上
か
ら
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
①
し
か
し
こ
の
問
題
は
ま
た
同
時
に
、
空
間
的
諸
関
係
、
諸
要
素
を
無
視

し
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
だ
し
土
地
の
豊
度
と
分
化
の
如
何
に
よ
り
、
同
一
国
家
の
な
か
に
お
い
て
も
近
代
化
は
地
域
に
応

じ
て
そ
の
特
質
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
般
的
に
言
っ
て
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
近
代
化
過
程
を
考
え
る
場
合
は
、
第
一
に
フ
ラ
ン
ド
ル
、

ノ
ル
マ
ン
ジ

l
等
々
に
お
け
る
独
立

177 

自
営
農
民
の
発
生
と
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
の
成
立
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
う
地
域
の
変
貌
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
問

題
と
し
よ
う
と
す
る
地
域
は
、

ボ
l
ス
切
g
E
u
o
平
原
の
北
部
で
ユ
ル
ポ
ア
国
ロ
円
。
旬
。
買
と
呼
ば
れ
、
パ
ワ
盆
地
に
位
置
を
占
め
て
い



る
。
つ
ま
り
フ
ラ
ン
ス
西
北
部
と
同
様
に
比
較
的
順
当
な
近
代
化
の
道
を
辿
っ
た
地
方
で
あ
る
が
、
そ
こ
の
地
形
は
谷
と
台
地
と
か
ら
成
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り
、
土
地
分
化
の
特
質
か
ら
い
え
ば
水
力
、
地
下
資
源
を
欠
き
、
農
業
生
産
に
最
も
適
し
て
い
た
。
の
み
な
ら
ず
大
都
市
に
隣
接
し
て
い

る
地
理
的
条
件
は
、
こ
の
地
方
を
し
て
あ
く
ま
で
農
作
物
の
生
産
と
そ
の
生
産
物
の
商
品
化
に
向
わ
し
め
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
上
、
か

っ
て
歴
史
家
ル
ッ
チ
ス
キ
ー
が
論
じ
た
よ
う
に
、
②
こ
の
地
方
は
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
に
あ
っ
て
多
く
の
王
領
地
を
含
み
、
支
配

形
態
の
特
殊
性
は
そ
の
ま
ま
地
表
の
景
観
の
変
化
と
近
代
的
な
地
域
の
変
貌
に
後
を
引
い
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
始
め
に
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
に
お
け
る
ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
様
相
を
人
文
地
理
学
的
に
概
観
し
、
次
い
で
こ
の
地

域
が
如
何
な
る
地
域
的
特
質
を
持
ち
つ
つ
資
本
主
義
的
発
展
を
遂
げ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
如
何
な
る
変
貌
を
み
せ
た
か
を
考
え
、
最
後

に
そ
う
し
た
地
域
の
変
貌
の
特
殊
性
は
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
在
し
た
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
と
と
と
す
る
。

① 

高
橋
幸
八
郎
著
「
近
代
社
会
成
立
史
論
」
そ
の
他
。

② 

こ
こ
で
ル
ッ
チ
ス
キ
ー
は
、
革
命
直
前
の
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
地
方
の
特
色
と
し
て
、

国
王
の
狩
猟
に
関
す
る
封
建
的
権
利
の
濫
用
と
、
同
一
人
に
よ

L旬『
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る
耕
地
の
統
合
に
対
す
る
禁
止
の
願
い
が
極
め
て
多
い
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
こ
で
取
り
扱
わ
ん
と
す
る
地
域
の
地
形
は
、

谷
4
m
w
H
Hか

σ
と
台
地
立
与
何
回
ロ
と
の
こ
つ
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

大
体
パ

リ
盆
地
の
地
層
は
、
第
三
紀
の
海
、
潟
底
に
水
平
に
沈
積
せ
ら
れ
、
そ
の
後
軽
い
捷
曲
作
用
の
た
め
に
変
位
を
う
け
て
台
地
と
な
り
、
そ

こ
に
谷
が
刻
ま
れ
た
も
の
で
、
地
層
の
抵
抗
力
の
大
小
に
応
じ
て
谷
の
斜
面
の
傾
斜
も
少
し
づ
っ
呉
て
つ
い
る
。

セ

l
ヌ
河
流
域
の
谷
は
泥
灰
岩
・
石
膏
等
の
地
質
中
の
幅
広
い
「
拡
り
」

2
8
0
E
gけ
を
な
し
て
い
る
が
、

と
く
に
そ
の
南
西
に
か
け



て
の
ピ
エ

l
ヴ
ル
切
芯
4
5
イ
ヴ
エ
ッ
ト
J

号
E
Z
等
諸
川
の
谷
は
「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
!
の
砂
地
」

gEσ
色
。
司

o
E
m
z
o
z
g
c

に
基
礎
を
お
き
、
深
く
「
掘
り
か
え
さ
れ
」

8
8町
田
何
言
。
己
パ
リ
盆
地
で
も
例
外
を
な
し
て
い
る
。
①
こ
こ
の
渓
谷
と
そ
の
斜
面
は
森

林
に
被
わ
れ
、

一
方
台
地
で
は
石
灰
岩
層
、

時
と
し
て
は
砂
質
の
桂
土
を
多
量
に
含
ん
だ
泥
土
に
被
わ
れ
た
石
灰

泉
が
豊
富
で
あ
る
。

岩
層
わ
州
民
の
己
目
合
一
切
ゆ
告
の
ゆ
か
ら
な
り
、

ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
西
方
、
ト
ラ
ッ
プ
台
地
へ
向

約
一
六

O
l
一
八

O
米
の
高
さ
を
有
し
、

っ
て
一
五

O
l
一
六

C
米
と
ゆ
る
や
か
に
斜
傾
を
な
し
て
い
る
。
②

か
か
る
谷
と
台
地
の
二
っ
と
要
素
は
、
必
然
的
に
古
く
か
ら
農
業
生
産
様
式
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
谷
底
の
景

観
は
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
耕
作
形
態
も
多
様
で
あ
り
、
主
な
生
産
物
は
野
菜
及
び
果
物
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
畑
は
谷
底
の
す
べ
て
の

村
々
に
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
谷
の
斜
面
も
昔
な
が
ら
の
森
林
が
残
り
、
小
さ
な
村
々
の
多
く
は
接
近
し
、
人
口
密
度
も
多
く
、
畑
も
細

フランスの近代化と地域の変貌

分
さ
れ
て
い
た
。
け
だ
し
か
か
る
現
象
は
谷
間
の
地
理
的
状
態
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
平
坦
な
石
灰
質
の
台
地
と
比
較
し

て
、
地
形
は
非
常
に
変
化
し
て
お
り
、
地
味
も
劣
っ
て
い
た
の
で
一
貫
し
て
パ
ル
セ
ル
を
集
積
す
る
こ
と
に
は
向
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
前
掲
の
ピ
ェ

l
ブ
ル

の
他
イ
ゃ
ウ
エ
ッ
ト
、
オ
ル
ジ
。
円
mo
の
諸
川
の
流
域
、
及
び
ム
ル
ド
ル
冨

2
5
5
の
谷
等
が
そ
れ
に
あ

る
。
@

こ
れ
に
対
し
て
台
地
の
上
で
は
平
常
は
乾
燥
し
て
い
る
が
、
水
分
を
吸
い
込
ん
だ
岩
石
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
穀
物
株
が

主
に
生
産
さ
れ
、
樹
木
は
処
々
残
っ
て
い
る
が
稀
で
あ
り
、
村
々
相
互
は
大
き
な
隔
り
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
台
地
の
上
で
は
中
世
末
か
ら

人
々
は
大
き
な
村
々
の
中
に
集
り
!
大
開
墾
の
結
果
1

農
民
達
も
次
第
に
再
編
成
が
可
能
と
な
り
、
@
自
営
農
民
の
出
現
に
よ
っ
て
輪
作

の
集
団
的
強
制
の
も
と
に
農
民
の
経
営
地
は
細
分
さ
れ
た
。
し
か
し
台
地
の
よ
で
は
自
然
状
態
か
ら
云
っ
て
大
農
経
営
に
適
し
て
い
た
た
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め
、
細
分
さ
れ
た
土
地
は
次
第
に
集
積
せ
ら
れ
、
そ
の
速
度
を
増
し
、

フ
イ
ジ
オ
ク
ラ
l
ト
的
思
想
に
応
え
る
様
に
な
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス

革
命
の
前
夜
に
は
、
こ
こ
の
谷
と
台
地
の
自
然
的
条
件
の
農
業
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
ま
す
ま
す
は
っ
き
り
し
た
形
を
と
る
に
至
っ
た
o
@
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か
く
て
、

ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
の

地
域
の
状
態
を
考
察
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

地
図
が
明
白
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
方
の
地
形
は

セ
!
ヌ
河
、
ピ
ェ

l
ヴ
ル
、

ィ
。
ウ
エ
ッ
ト
川
及
び
ル
ウ
・
ド
・
ガ
リ

l
Z
H
N
A
M
色
。
一
の
色
々
川
流
域
の
谷
と
、
そ
れ
ら
の
諸
川
に
挟
ま

れ
た
台
地
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。
セ

1
ヌ
河
沿
い
の
広
い
谷
に
臨

む
サ
ン
ク
ル

1
ω
同・

2
。
ロ
仏
か
ら
ブ

I
M
V
ヴ
ア
ル
回
。
ロ

E
4回
目
に

至
る
谷
は
、
ラ
イ

F
m
M
1
0
 

の
ご
と
く
砂
地
の
上
に
森
林
あ
り
、

谷
の
傾
斜
地
に
か
け
て
は
葡
萄
栽
培
を
は
じ
め
と
し
て
、
果
物
畑

が
あ
っ
た
。
特
に
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
ま
で
は
葡
萄
の

株
が
、
先
に
あ
げ
た
町
の
縁
の
泥
灰
岩
の
堤
に
沿
い
、

マ
ル
リ
l

富
良
守

の
北
東
附
近
で
は
と
く
に
多
く
見
出
さ
れ
た
。
全
耕
地

面
積
に
対
す
る
葡
萄
栽
培
の
割
合
い
は
、
サ
ン
ク
ル

l
、
及
び
ム

ー
ド
ン
冨

2
含
ロ
で
は
二
八
%
、

ル
イ
ユ

河
口
色
二
四
%
、

セ

l
ヴ
ル

ω雪
古
田

一
九
%
、
ブ
l
ジ
ヴ
ア
ル
一
八
を
占
め
、
@

こ
れ
ら
の
葡
萄
畑
は
一
七
八
九
年
、
グ

1
ヴ
エ
ル
ヌ

l
ル
・
モ
リ

ス
の
。
ロ
4
0
5
0
ロ
円
宮
。
耳
目
印
が
ル

l
、
ヴ
シ
エ
ン
ヌ
戸
。
ロ

J12目。
EHO



を
過
ぎ
た
際
、
彼
を
う
っ
と
り
さ
せ
る
程
見
事
な
光
景
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
有
様
を
彼
は
日
誌
に
誌
し
て
い
る
。

「
こ
の
地
方
は
非
常

に
よ
く
耕
さ
れ
て
い
る
。

私
は
足
下
に
果
樹

l
ス
グ
リ
の
樹
や
葡
萄
の
樹
ー
を
認
め
る
よ
@
と
。
だ
が
こ
こ
の
地
で
は
穀

丘
の
上
で
、

物
生
産
は
無
理
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
耕
地
で
は
所
有
地
の
モ
ル
セ
ル
マ
ン
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
耕
地
の
多
く
を
葡
萄
栽

培
に
向
け
て
い
る
農
民
層
の
中
で
は
安
易
な
生
活
の
出
来
る
人
々
は
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ギ
ア
ン
ク
ー
ル
の
ロ
可
山
口
。
。
ロ
ユ
か
ら
イ
ニ

l

Z
ロ
凶
刊
を
通
ず
る
ピ
エ

l
ヴ
ル
河
の
細
長
い
河
床
は
砂
地
と
草
地
が
続
き
、

水
卒
業
に

は
不
適
で
あ
っ
て
、
時
と
し
て
は
洪
水
|
サ
ン
・
マ
ル
セ
ル
日
・
宮
ω目
色
で
は
殊
に
ひ
ど
い
1

で
多
く
の
人
家
が
破
壊
せ
ら
れ
た
。
ま

た
ピ
ェ

l
ヴ
ル
・
ル
・
シ
ャ

1
テ
ル
切
広
司
吋
O
・
r-nF伊
丹
色
の
谷
底
は
沼
で
、
雑
草
に
被
わ
れ
、
ヴ
ェ
リ
エ
ー
ル
〈

2
日
常
ゆ
マ
ッ
シ

1

冨
釦
印
白
河
等
の
谷
は
葡
萄
畑
・
森
林
・
小
耕
地
・
小
牧
場
が
あ
り
、
さ
ら
に
オ
l
ベ
ル
カ
ン
プ

C
Z
H
W
8
6州
、
ド
マ
レ
イ

U
O
B男
色
N
O

フランスの近代化と地域の変貌

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
特
権
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
は
ジ
ュ

l
イ
同

0
5刊
に
あ
っ
た
。
@

さ
ら
に
南
に
下
っ
て
イ
ヴ
エ
ッ
ト
河
谷
に
入
る
と
、
谷
は
砂
や
小
石
を
ま
じ
え
、
谷
の
底
は
穀
物
に
は
寒
冷
す
ぎ
た
。
例
え
ば
オ
ル
セ

ィ
。
B
喜
一
-
附
近
は
、

イ
l
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
中
で
も
最
も
貧
し
い
中
に
数
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
マ
ン
ク
ー
ル
冨
包
ロ

8
5仲

で
は
一
七
八
九
年
に
な
っ
て
も
、
二
十
軒
ば
か
り
の
、
藁
ぶ
き
の
半
分
焼
け
山
朋
れ
た
家
の
群
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
ず
、
サ
ン
・
フ
オ
ル
ツ
エ

ω丹
・
明
。
吋

m
E
も
同
様
に
無
気
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
@

次
い
で
目
を
台
地
に
転
ず
る
と
、

セ
l
ヌ
河
南
は
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
台
地
と
な
っ
て
い
た
が
一
面
森
林
に
被
わ
れ
、
そ
の
森
林
の

面
積
は
、
ラ
・
セ
ル
門
知

no--ゅ
で
は
三
一
四
ア
ル
パ
ン
、

セ
I
ヴ
ル
で
は
二
四

O
ア
ン
パ
ン
、

シ
ャ
ヴ
イ

l
ユ
nvM当
日
ぬ
で
は
一
五
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O
ア
ル
パ
ン
等
々
か
ら
、
等
か
ら
、
大
き
な
も
の
は
マ
ル
リ
l
の
四
・
四

O
O
ア
ル
パ
ン
の
よ
う
に
、
数
千
ア
ル
パ
ン
に
も
及
び
、
王
領
地

が
大
部
分
を
占
め
て
、
森
林
中
に
は
王
族
、
官
庁
の
役
人
等
の
狩
場
や
別
荘
が
点
在
し
て
い
た
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
森
林
は
、

ム
ー
ド
ン



， 

の
そ
れ
の
ご
と
く
耕
地
を
傍
ら
に
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
⑪
こ
こ
の
台
地
は
ゴ
ブ
ラ
ン
の
。

E
E
の
丘
の
よ
う
に
地
味
は
豊
か
で
あ
り
、

182 

グ
エ
ワ
エ
ー
ル
で
は
、

一
七
八
七
年
の
メ
モ
ワ
!
ル
に
よ
る
と
「
多
少
と
も
粘
土
を
含
み
、
石
英
質
の
砂
は
雨
水
を
惨
み
込
ま
す
。
耕
地
は

良
く
耕
さ
れ
、

小
麦
・
ラ
イ
麦
・
大
麦
・
燕
麦
・
腕
豆
・
隠
元
豆
・
野
菜
畑
に
あ
る
ソ
ラ
豆
を
み
る
o
」
@
と
諒
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
、

穀
物
生
産
が
主
も
な
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
フ
エ
ル
ミ
エ
片

2
5目
。
円
が
次
第
に
勢
力
を
仲
長
し
、
市
町
村
の
長
と
な
り
、

同
時
に
経
済

的
な
発
言
を
も
つ
に
至
っ
た
。
例
え
ば
マ
ル
ヌ
冨
男

D
g
で
は
、
テ
レ
・
ダ
コ
ス
タ
叶

o--智
弘

wkrgmg
が
一
人
で
小
麦
の
過
半
を
生

産
し
、
他
の
多
く
の
農
民
は
土
地
・
家
畜
が
不
足
し
、
彼
等
の
全
生
産
額
を
併
せ
て
も
五
分
の
一
に
満
た
な
か
っ
た
。
@

ピ
エ

1
ヴ
ル
川
の
源
と
、

ル
ウ
・
ド
・
ガ
リ
l
川
に
挟
ま
れ
た
台
地
で
は
、
ヴ
イ
ル
プ
ル

l

〈
己

o-x・0
C
M
、
ト
ル

l
・
モ
ロ
1
8

吋円。ロ・

富
。
吋
ゆ
き
の
野
が
拡
が
り
、
小
川
の
傍
で
は
、
幾
つ
か
の
休
閑
地
・
小
牧
場
が
支
配
し
、
十
八
世
紀
の
始
め
に
な
る
と
葡
萄
畑
は
殆
ん
ど

消
え
て
、
人
は
野
に
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
穀
物
の
種
を
蒔
い
た
。
壬
領
地
レ
ン
ヌ
ム

l
ラ
ン
問
。
ロ
ロ

σ
E
O巳
吉
の
ミ
ニ
ユ
シ
パ
リ
テ

E
ロ
巳

巳
u
mロ
片
ふ
が
一
七
九
一
年
に
県
当
局
に
差
し
出
し
た
報
告
書
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
土
地
で
最
も
良
く
産
出
し
た
穀
物
は
、
ラ
イ
麦
・
大

麦
・
燕
麦
で
あ
る
旨
を
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
王
領
地
フ
ォ
ン
ト
ネ
イ
・
ル
・
フ

1
リ
l
明
。
巳
σロ
mq'FEEO号
可
で
は
沼
地
が
多
く
、

ク
レ
イ
ロ
山
吉
一
回
で
は
栗
林
の
森
が
続
い
て
い
た
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
穀
物
生
産
が
主
で
あ
っ
た
。

ピ
エ

l
ヴ
ル
川
南
の
台
地
に
な
る
と
、

西
の
ト
ラ
ッ
プ
叶
門
知
宮
】

g
か
ら
ヴ
オ
ワ
ザ
ン
・
ル
・
ブ
ル
ト
ヌ

l

〈。山田山口凹ム
0
・
切
円
。
件
。
ロ

ロ
ocun
に
か
け
て
の
ト
ラ
ッ
プ
の
野
は
穀
物
生
産
に
終
始
し
、
葡
萄
・
野
菜
は
な
か
っ
た
。

穀
物
生
産
の
支
配
的
な
趨
勢
は
、
イ
ヴ
エ
ッ
ト
川
の
南
の
台
地
で
も
著
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
台
地
の
泥
土
は
小
麦
の
耕
作
に
適

し
た
。

ゴ
メ
ッ
ツ
・
ラ
・
ヴ
イ
ル
。
。
自

EN--仰
星
〈
告
。
、

ペ
ク
l
ズ
句
。
円
山
口
2Hmmw
、

ト
ル

l
同，

B
M
は
そ
う
し
た
代
表
的
な
地
で
あ

り
、
リ
ム

l
ル

ピ

E
。
日
附
近
で
は
人
は
グ
ラ
ン
ド
・
フ
エ
ル
ム
に
支
配
さ
れ
た
村
落
を
認
め
た
。
@
つ
ま
り
十
六
世
紀
の
中
頃
エ
テ



エ
ン
ヌ
開
己
σロロ
σ
が
「
こ
の
地
方
は
プ
チ
ッ
ト
・
ボ

1
ス

M
M
Z
X
O
切

m
mロ
2
と
し
て
問
沃
で
あ
る
。
」
⑬
と
云
っ
た
ご
と
く
、
こ
こ
は

小
麦
の
生
産
地
の
代
名
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
た
「
ボ

l
ス
地
方
」
の
様
相
を
示
め
し
て
い
た
。

以
上
か
ら
確
実
に
云
え
る
こ
と
は
、

ア
ン
・
シ
ア
ン
レ
ツ

I
ム
下
に
あ
っ
て
農
業
生
産
形
態
の
二
つ
の
タ
イ
プ
を
決
定
す
る
要
因
は
地

形
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
中
世
以
来
本
質
的
に
何
等
変
佑
を
示
め
さ
ぬ
谷
底

l
特
に
ビ
エ

l
ヴ
ル
川
流
域
等
で
著
る
し
い
が

l
と
異
つ

て
台
地
に
お
い
て
は
、
次
第
に
農
民
経
営
が
大
農
法
に
変
貌
し
、
農
業
資
本
主
義
化
が
は
っ
き
り
し
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ア
ン

シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
と
な
る
と
、

フランスの近代化と地域の変貌183 

か
か
る
地
域
差
は
ま
ず
ま
ず
明
白
と
な
っ
て
い
っ
た
。

註
①

J
1

広
田
】
弘
司
-
同
盟
国
n
F
9
、
吋
同
豆
町
田
口
仏
m
g
の
品
。
略
国
間
凶

E
m
a
m
-田
町
EHHnm噂
件
。
吉
岡

uH】・同
ω吋
-goω
・

彼
は
同
じ
谷
間
で
も
、
乙
こ
の
狭
い
谷
間
が
パ
リ
盆
地
で
は
地
域
的
に
特
殊
で
森
林
の
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
o

小
牧
実
繁
、
京
大
講
議
「
フ
ラ
ン
ス
地
誌
」
に
よ
る
。
え

-kr-mUFo--3・
H
N
m
n
v
m
2
F
2
5
2
H
U
F
O
-。
m
z
c
m
P
3・
戸

t
叶∞・

冨・

3
己目
U
U
0
5
2
F
E
J
1芯

2
3
z
ε
z
g己目
2

3
円
E
2
5
u
℃
・
問
弁
沼
田
・

J

同
・
切
開
N
由
主
戸
戸
田

i
m
H守口円
MHZ
仏
国
一
口
回
】
町
田
口

a
a冊
目
白
吋
恥
ぬ
目
。
ロ
可
恒
三
田
町
内
ロ
ロ
巾
仏
刊
に
問
。
山
W
H回目。
uHM-AHPHmwNH・・

冨・

]VE-e℃
Oロロ
g
p
5
5・u
E
y
g
t
g
-
同・

ω
Z
F
F
m凶
田
富
山
、
E
S
P
-白吋
4
2呂
田
口
己
目
白

O丘
町
三
回
F
H
V・
s
r
s
g・

〉・

0
巾
同
門
町
田
ロ
町
内
骨
司
・
日
山
司
円
由
同
【
Y
F
g
m
C
H】田町田仲田ロ円
g
a
m
s
-田
内
出
印
丹
江
口
同
向
山
内
ぐ
町
可
由
即
日
ロ
2
・
Z
B
H
W
同
】
・
区
・
〉
吋

nHM・
口
三

-wH4gw

② ① ④ ① ① 

N∞ωwHUNH・・

⑦ 

吉
弘

-w
守
口
言
包
含
の
O
C
4
R
E
m
C円
富
。
円
ユ
タ
ミ
g
t
H
4
S・

@ 

日
ず
日
仏
」
℃
・
同
∞
・
〉
H
n
y
-
Z
民
J

回
目
に
g
k
y
冨
吉
岡
O
山門師、

5
8山
田
間
百
円
冨
含
冨
o
ロ同国円

gw(0・富田山・
H
C
叶
ω)
・

① 

在
三
-
w
E
Y
N
H
t
N
N・G
-
ル
フ
エ

l
ブ
ル
、

3
-
ル
ッ
チ
ス
キ
l
等
に
よ
り
、
パ
リ
周
辺
と
く
に
サ
ン
・
シ

1
ル

ω
?
の
吋
円
、
ヴ
イ
ロ
フ
レ
イ

ヨ
円
O
出
国
可
に
お
い
て
貧
農
の
多
い
こ
と
は
つ
と
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
貧
農
の
可
成
り
多
く
は
一
当
該
地
方
に
お
い
て
は
た
ん
に



近
代
的
農
民
分
解
の
結
果
と
い
う
よ
り
は
「
河
谷
」
の
特
殊
な
地
形
及
び
経
営
形
態
・
人
口
増
加
等
に
由
来
し
た
現
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
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る。

@ 

n
?
の
・
戸
広
巾
σ4M1mMLV白
河
晶
司
。
回
口
氏
。
口
同
円
出
口
町
同
町
田
町
立

-m印匂
m
q田
mHDFMM・
MmM-mm山
}
足
立
注
目
。
口
弘
巾
-
回
匂
一
円
O
U丘
公
恥
巾
同
色
刊
で
巾
H-VHOR丘町。ロ

同
CR-P円冊目
"
H
Y
M
H
O
-
H
U
E
-
U『・「。口同
n
F
2
w
u
c
u
-
p
-
第
三
章
、
及
び
横
山
正
彦
著
「
重
農
主
義
分
析
」
六
三
頁
等
。

笹山色
-wK戸同
nvu
ロ
同
了

ω
巾
山
口
町
内
件
。
-
m
p
C
H
O
U
]広吋・

5
三
-
w
M
Y
H叶
w
〉円
n
v・
ロ
白
?
"
出
回
目
E
U
O
H
5
5・

S
E
-
-
H】・同
ωu
〉
門
口
町
の
O
B
Bロ
ロ
ク
冨
同
門
口
町
田
u
円
巾
ぬ
印
州
出
回
・
最
-5mm円印昨日
0ロ門
E
H主的何回】円相
Bσ
巾
『
口
8
・、吋開口内出血

q
k
r
n
0
2白・

E
p
u
H】唱
-
M品
tN印
・
〉
司
n
r
・-
E
f
司

E
H
S
W
品
。
凹
印
・
品
(
冨
bHHMO-2
品開

-
E
M
3ロ
日
開
口
門
戸
開
げ
ロ
g
w
H
ゴ
ω)
・

M
I
E
n
F
2
2
(
U
F
S
-田

町
P
口町田口円山℃昨日
0ロ
件
。
切
c
m
H曲目
u
v
Eロ
巾
己
的

g
昨日印
Z
C
E開
会

w
g
匂門担ロ
nAWW
円同巾同】卸
H-tHHRM同
仏
師

ω
町山口
m
-
2・0
2巾・匂同】・
N
日・。

@ ⑫ ⑬ @ 

-ゲ日仏
J
U
・
M
G
・

次
に
農
業
が
資
本
主
義
化
へ
向
っ
た
地
域
の
変
貌
が
、
最
も
テ
ピ
カ
ル
に
行
な
わ
れ
た
台
地
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
芳
察
す
る
こ
と
に

す
る
。台

地
の
上
の
石
灰
岩
質
の
処
で
は
、

早
く
か
ら
ト
ラ
ッ
プ
、
サ
ク
レ
イ

ω
R
E
U
¥
ゴ
メ
ッ
ツ
・
ラ
・
ヴ
イ
ル
等
で
グ
ラ
ン
ド
・
フ
エ

ル
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に
ト
八
世
紀
に
な
る
と
、
と
う
し
た
村
々
の
或
る
耕
地
は
、
著
し
く
大
農
方
式
に
準
拠
し
て
来
た
。

例
え
ば
ト
ラ
ッ
プ
で
は
、
十
八
世
紀
か
ら
二
つ
の
大
耕
地
の

E
ロ仏

o
r門官
σ
が
現
わ
れ
、
①
一
七
六

O
年
の
最
盛
期
に
は
さ
ら
に
一

(
約
五
四

0
1八
一

O
ア
ル
パ
ン
)
の
広
さ

で
、
農
民
の
中
に
は
そ
れ
以
上
の
広
さ
を
有
す
る
大
耕
地
を
所
有
す
る
者
も
あ
っ
た
。
か
か
る
大
地
の
所
有
者
は
経
営
に
あ
た
っ
て
家
資

つ
増
え
た
。

そ
れ
ら
の
耕
地
は
建
物
の
周
辺
で
平
均
し
て
一
八

O
l二
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル



を
使
用
し
た
が
、
②
同
時
応
耕
地
の
統
合
芯
ロ
ロ
目
。
口
弘

g

F一

に
と
も
な
っ
て
大
耕
地
経
営
者
己
の
宮
同

2
5目
。
吋
と
農
業
労
働

者
m
m
g山円。釦関門戸。。
-o
と
の
分
解
も
激
し
く
、

一
七
八
六
年
頃
に
な
る
と
、

メ
ニ
ル
・
サ
ン
・
ド
ウ
ニ
冨
σ・

ト
ラ
ッ
プ
は
も
と
よ
り
、

由民
-amゲ
ロ

g町
田
で
は
七
人
の
大
耕
地
経
営
者
と
七

O
人
の
日
傭
い
守
口
百
町
長
。
円
、

サ
ク
レ
イ
で
は
七
人
の
大
耕
地
経
営
者
と
三
五
人

ぃ
、
ト
ル
ー
で
は
四
人
の
そ
れ
と
二
七
人
の
日
傭
い
を
見
出
し
て
い
る
。
@
か
く
し
て
耕
地
を
集
め
た
フ
エ
ル
ミ
エ
達
は
サ
ン
・
シ
ー
ル

で
見
ら
れ
る
ご
と
く
、

フ
エ
ル
マ

l
ジ
ュ
常
円
包
括
∞
と
し
て
領
主
に
金
納
で

2
5
2
2
E
g
一
部
は
穀
物
件
再
g
m
o
で
支
払

ぃ
、
@
一
方
耕
地
を
手
離
し
て
輩
出
し
た
日
傭
い
は
、

新
た
な
大
土
地
経
営
者
に
有
刺
な
法
律
で
給
料
を
定
め
ら
れ
た
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な

農
業
労
働
者
と
し
て
存
在
し
た
。
@

し
か
し
て
ユ
ル
ポ
ア
の
台
地
で
は
、

一
般
封
建
領
主
の
支
配
下
に
あ
る
村
々
の
他
に
、
数
多
く
の
王
領
地
@
の
存
在
が
特
徴
的
で
あ
っ

フランスの近代化と地域の変貌

た
。
後
者
は
主
と
し
て
、

セ

l
ヌ
荷
と
ピ
エ

l
Jツ
ル
川
間
の
森
の
多
い
谷
聞
か
ら
台
地
に
か
け
て
存
在
し
、
ド
ル

I
U
5
5
n
と
シ
ヤ
ル

ト
ル
ロ

E
H
R
g
街
道
に
沿
っ
た
交
通
便
利
な
地
点
に
位
置
し
て
い
た
。
⑦
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
で
は
、

か
か
る
王
領
地
内
に
あ

る
耕
地
も
、
台
地
の
上
に
存
在
す
る
他
の
大
耕
地
同
様
の
趨
勢
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

例
を
パ
リ
、

ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
に
比
較
的
近
い
王
領
の
一
一
教
区
切
m
H
。
町
田
習
で
あ
る
ボ
ワ
・
ダ
ル
シ
イ
切
。
牢
巳
u
k
r
E
吋
に
と
っ
て
考
察

す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
は
ト
ラ
ッ
プ
台
地
の
上
に
あ
り
、
森
林
の
多
い
、
泥
土
に
被
わ
れ
た
地
で
、
や
は
り
十
八
世
紀
に
急
速
に
耕
地

の
統
合
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
も
未
期
に
な
る
と
、
フ
イ
リ
ッ
ポ
ノ
ー
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
く
、

二
つ
の
耕
地
に
集
中
さ
れ
た
。
@
す
な
わ
ち
ト
ラ
ン
プ
レ
イ
叶

HOSEω
吉
一
及
び
キ
ュ
レ
わ
己
広
耕
地
で
あ
る
。

一
七
八
六
1

八
年
の

185 

統
計
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
こ
で
集
積
せ
ら
れ
た
耕
地
及
び
そ
の
他
の
地
表
面
の
割
り
合
は
上
の
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。
@

こ
の
表
に
よ
る
と
、
両
耕
地
と
も
十
八
世
紅
始
め
か
ら
次
第
に
耕
地
の
統
合
が
進
み
、

一
七
八
八
年
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
レ
イ
耕
地
の
面
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トランブレイ耕地

年|ーエ名|耕地|抗|森林|計 総計

(lg・40)
arp 

1705 ? 166.73 18.58 6.48 200.49 下

1727 Thomas Piot 手 ? ? ? 2070 .s 

1736 Louis Petit (28038) ? P ? 3000 101. 42 

1746 id 475.89 ? ? ? 3550 

1769 Thomas 475.89 ? 下 ? 2375 Pluchet 

1788 id ? ? 手 ? 5098 

地

1738 Lecoq 211.40 3.43 下 ? 1620 

1755 ? ? ? P ? 1650 

1780 J. P. David P ? ? ? 2420 

1788 id 354.50 8 ? 362.50 3556 

耕レニLキ

Arpent de Paris=0.34ヘクタール

積
は
少
く
と
も
、

一
七
六
九
年
の
耕
地
面
積
と
同
様
四

七
五
・
八
九
ア
ル
パ
ン
は
集
積
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
ー
す
な
わ
ち
一
七
六
九
年
、
耕
地
は
四
七
五
・
八
九

ア
ル
パ
ン
で
、

フ
エ
ル
マ
ー
ジ
ユ
の
総
計
は
二
三
七
五

£
で
企
の
る
の
で
、

一
七
八
八
年
の
耕
地
面
積
は
不
明
で

は
あ
る
が
、

フ
エ
ル
マ
ー
ジ
ユ
の
総
計
が
二
倍
に
近
い

五

O
九
八
£
で
あ
る
故
に
。
ー
他
の
キ
ユ
レ
耕
地
は
一

七
八
八
年
に
は
三
五
四
・
五

O
ア
ル
パ
ン
で
あ
る
た
め

に
、
同
年
に
は
こ
の
村
の
土
地
は
二
人
の
フ
エ
ル
ミ
エ

の
手
に
少
く
と
も
合
計
八
三

0
・
三
九
ア
ル
パ
ン
は
集

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
て
こ
の

村
で
課
税
対
象
と
な
っ
た
農
民
所
有
地
は
左
の
ご
と
く

あ
る
。
@
す
な
わ
ち
課
税
対
象
と
し
て
の
農
民
所
有
地

は
九
四
六
・
五

O
ア
ル
パ
ン
の
た
め
、
上
述
の
二
耕
地

以
外
に
は

一
一
ム
ハ

ア
ル
パ
ン
の
み
し
か
残
ら

な
い
。
こ
れ
が
他
の
小
規
模
な
二
名
の
フ
エ
ル
ミ
エ
と
、

四
O
人
を
越
え
る
ア
ン
デ
イ
ジ
ヤ
ン
古
丘

m
o
E
及
び



ジ
ュ
ー
ル
ナ
リ
エ
に
分
け
ら
れ
た
訳
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
耕
地
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
前
掲
の
フ
エ
ル
ミ
エ
の
手
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た

麻畑と庭園

37・75arp 

耕 地

946.50 

草 原

? 

牧 場

32 

菊萄畑

森

? 

こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ト
ラ
ン
プ
レ
イ
、
及
び
キ
ユ
レ

1
耕
地
の

(1786年...，88年統計)

フ
エ
ル
ミ
エ
は
地
代
を
王
に
支
払
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
七
七

O
年

代
か
ら
急
上
昇
を
示
し
一
七
八
八
年
に
は
八
六
五
四
£
に
上
つ

た
。
@
王
領
地
で
も
大
き
な
耕
地
を
経
営
す
る
に
当
っ
て
、
若
干

の
農
業
労
働
者
を
雇
傭
し
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
大
農
法
の
普
遍

化
し
た
地
域
と
同
様
で
あ
っ
た
。
⑫

フ
エ
ル
ミ
エ
の
発
展
は
、

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
未
期
と
な
る
と
二
は
強
化
さ
れ
た
封
建
的
反
動
忠
良
片
山
。
ロ
訟
。

E
F
の
結
果
の

フランスの近代佑と地域の変貌

著
し
い
地
代
の
高
騰
と
、
他
は
耕
地
の
統
合
に
対
す
る
土
地
を
失
っ
た
貧
農
の
反
撃
を
蒙
る
こ
と
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、
発
展
は
望
め

ず
、
む
し
ろ
退
化
の
兆
を
み
せ
は
じ
め
た
。
@
の
み
な
ら
ず
、
経
営
が
王
領
地
に
存
す
る
耕
地
が
他
の
封
建
領
主
支
配
下
に
あ
る
他
の
耕

地
と
異
る
こ
と
は
、
王
権
に
よ
っ
て
作
付
強
制
が
な
さ
れ
、
作
付
穀
物
の
種
類
は
小
麦
に
の
み
限
定
せ
ら
れ
、
た
の
で
、
そ
こ
の
フ
エ
ル

つ
ま
り
彼
等
は
野
菜
・

甜
菜
の
専
業
に
も
、
酪
農
経
営
に
方
針
を
変
え
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
。
@
こ
う
し
た
経
営
上
の
特
殊
事
情
は
ト
ラ
ッ
プ
台
地
等
の

ミ
エ
は
社
会
の
状
態
に
応
じ
て
自
己
の
意
志
で
他
の
作
物
の
種
を
蒔
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

他
の
耕
地
の
フ
エ
ル
ミ
エ
の
ご
と
く
、
只
管
自
己
の
利
潤
を
追
求
し
て
ゆ
く
農
民
と
は
異
っ
て
、
発
展
の
モ
メ
ン
ト
を
阻
害
す
る
第
一
の

理
由
で
あ
っ
た
。

187 

次
に
ボ
ア
・
ダ
ル
シ
イ
の
村
落
を
構
成
し
て
い
る
土
地
の
全
面
積
を
み
る
と
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
⑮
以
上
の
表
か
ら
明
ら
か
な
ご
と

く
、
こ
の
村
で
は
全
農
民
所
有
地
に
対
す
る
全
耕
地
の
割
合
は
殆
ん
ど
飽
和
状
態
で
あ
り
、
も
し
フ
エ
ル
ミ
エ
達
が
自
己
の
土
地
の
拡
大
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ヴエルサイユ地

方落のを形測成量する村

道路と河

200.55 arp 

共同地と荒蕪地

142.76 

耕 地

990.769 

牧場と葡萄畑

約 40

森 林

426.48 

地表面積総計

1801. 24 

を
望
む
な
ら
ば
、
新
た
に
荒
蕪
地
と
森
林
を
開
拓
征
服
す
る

以
外
に
は
な
か
っ
た
。
だ
が
狭
路
は
こ
こ
に
も
横
わ
っ
て

い
た
。
と
の
王
領
地
の
農
民
の
耕
地
は
、

フ
ォ
ン
ト
ネ
イ

ル
・
フ
ル
ウ
リ
ー
の
よ
う
に
六

O
O
ア
ル
パ
ン
以
上
の
水
を

そ
の
た
め
荒
蕪
地
と
湿
地
を
耕
地
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
他
処
に
較
べ
て
二
倍
の
出
費
と
稔
り
の
悪
い
収
獲
と
を
覚
悟
せ
ね
ば
な
ら
か

た
た
え
た
二
つ
の
沼
と
、
多
く
の
小
さ
な
活
の
間
に
あ
り
、

な
っ
た
。
ま
た
一
般
的
に
君
っ
て
、
こ
の
ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
特
色
は
森
林
の
多
い
こ
と
で
あ
る
が
、
就
中
王
領
地
は
森
林
の
多
い
低
地
に

ま
た
が
っ
て
い
た
た
め
そ
の
景
観
の
特
色
は
、
ル
ッ
チ
ス
キ
l
の
伝
え
る
統
計
!
ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
未
期
に
あ
っ
て
パ
リ
周
辺
の
土

地
の
分
布
は
、
森
林
が
実
に
全
地
域
の
六
三
后
を
覆
い
、
庭
園
が
ニ
一
%
、
耕
作
可
能
地
は
一

O
ガ
に
過
ぎ
ず
、
草
原
が
二
・
五
拓
、
残

為
の
狩
場
と
な
り
、
耕
地
し
て
は
使
用
出
来
な
か
っ
た
。

り
は
葡
萄
畑
と
牧
場
と
い
う
割
合
ー
に
忠
実
に
比
例
し
て
い
た
。
@
そ
し
て
か
か
る
主
領
地
の
森
林
は
例
外
な
く
、
殆
ん
ど
全
部
が
王
の

以
上
の
理
由
か
ら
、

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
壬
領
地
の
フ
エ
ル
ミ
エ
は
資
力
の
欠
如
と
と
も
に
、
耕
地
も
絶
対
的
に
不
足
で
あ

っ
て
、
現
状
で
は
耕
地
の
増
大
は
不
可
能
と
い
う
情
勢
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。
故
に
王
領
地
で
は
、
穀
物
以
外
の
商
業
的
農
産
物
の
生

産
に
も
、
大
農
、
法
的
農
業
経
営
に
も
向
け
ら
れ
ず
、
農
民
の
土
地
獲
得
の
意
志
は
貫
徹
さ
れ
な
か
っ
た
。
か
か
る
傾
向
は
明
白
に
他
の
大

は
未
だ
良
い
方
で
あ
っ
て
、

農
法
的
経
営
様
式
に
向
っ
た
地
域
と
は
異
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
ボ
ア
・
ダ
ル
シ
イ
等
の
よ
う
に
耕
作
が
可
成
り
行
な
わ
れ
た
処

ト
ル

i
・
モ
ロ

1
叶
円
。
ロ
・
呂
cBω
ロ

フ
ォ
ン
ト
ネ
イ
・
ル
・
フ
ル

1
リ
l
の
グ
ラ
グ
イ
エ

耕
地
の
ご
と
く
荒
れ
果
て
て
い
る
王
領
地
が
多
か
っ
た
。

。54
W
B、
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⑬ 

一
七
七

O
年
と
ろ
を
期
と
し
て
、

王
領
地
に
お
け
る
一
ア
ル
パ
ン
当
り
の
地
代
は
左
の
と
と
く
上
昇
す
る
o

し
た
が
っ
て
フ
エ
ル
マ
ー
ジ
ユ
も
所

に
よ
っ
て
は
二
倍
近
く
高
騰
し
て
い
る
。
王
領
地
以
外
の
村
落
の
地
代
は
残
念
な
が
ら
見
当
ら
な
い
が
、
大
体
王
領
地
と
同
様
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
o

そ
の
結
果
一
七
七

O
年
ご
ろ
か
ら
革
命
ま
で
各
村
落
と
も
耕
地
の
拡
大
は
望
ま
れ
な
い
。
十
八
世
紀
二
十
年
代
以
降
の
二
・
三
の
例
を
掲
げ

る
と
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

年 耕地の I貸総借料計 Iーアル増減 ン当り平
均

1727 167. 72arp ? ? 

1736 169.50 1040 6 f:. 5s 

ミニエール 1749 346 1850 5. 76 

(ギ、アンクー 1757 363 2200 6.2 

jレにおける) 1766 362 2300 6.3 

Mini色rea 1773 315.16 2400 7.10 

Guyancourt 1786 282.43 2610 9 

1727 344.92 ? ? 

1736 346.75 2260 6.10 
レンヌムーラン

1746 385 2300 6 
Rennemoulin 

1754 385 2400 6.5 

1764 388.5 ? 6.10 

1773 375.5 3200 '8 

1727 592.94 ? ? 

1736 645 4985 7.15 
ヴオワザン

1746 720 5100 7 
及び

1754 722 5315 7. 76 
ブ ン ド

1763 722 5400 7.10 
Voisins et 

1773 6'83.5 5800 8.10 
Lande 
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⑮ 土
地
問
題
の
農
民
的
解
決
の
総
決
算
は
、
七
月
十
四
日
の
バ
ス
チ
ー
ユ
事
件
に
始
ま
る
「
八
月
四
日
」
か
ら
、
九
三
年
七
月
十
七
日
の

法
律
に
よ
っ
て
、

-
切
の
封
建
的
諸
賦
課
租
を
無
償
で
廃
棄
す
る
こ
と
を
成
文
化
す
る
ま
で
の
経
過
に
よ
っ
て
完
全
な
形
右
と
る
に
至
つ

フランスの近代化と地域の変貌

た
。
①

か
く
し
て
決
定
さ
れ
た
国
有
財
産
の
売
却
は
、
土
地
の
征
服
を
更
に
促
進
し
完
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
穀
物
生

産
に
従
事
し
た
耕
地
の
読
菜
・
果
物
栽
培
・
家
蓄
・
飼
料
・
甜
菜
糖
の
栽
培
及
び
加
工
業
等
は
完
成
に
近
、
ず
い
た
。

一
七
九

O
年
三
月
の
憲
法
議
会
と
、
九
二
年
八
月
及
び
九
月
の
立
法
議
会
は
、
封
建
的
権
力
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
た
財
産
を
保
存
す
る

に
当
っ
て
、
村
落
共
同
体
を
再
建
す
る
と
共
に
、
先
ず
一
七
六

O
年
、
次
い
で
一
六
六
九
年
か
ら
の
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
遂
行
さ
れ
て
来

た
全
区
分
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
庶
民
は
剥
奪
さ
れ
た
も
の
を
再
び
入
手
す
る
だ
け
で
な
く
、
或
る
者
達
は
封
建
領
主
・
大
修
道

院
の
所
有
と
な
っ
て
い
る
国
有
財
産
の
売
却
に
よ
っ
て
耕
地
や
野
原
を
占
領
し
た
。

191 

し
か
し
固
有
財
産
を
分
割
し
て
売
却
す
る
に
当
っ
て
は
、
本
質
的
な
制
限
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
第
一
に
そ
れ
は
ユ
ル
ポ
ア
地

方
の
河
谷
に
多
い
貧
農
を
満
足
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
革
命
が
最
高
調
に
達
し
た
一
七
九
三
年
七
年
十
七
日
の
法
令
に
よ
っ
て
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獲得した住民 j1h以上 11-10 I 10-50 I 50-100 1100以上

ヴ、エルサイユ地方のコン 661 287 21 8 5 
ミユーンの住民

グエルサイユ住民 154 191 19 14 12 

パリ住民 51 62 22 13 14 

ヴエルサイユ地の方住以外の 46 54 10 6 9 
コンミユーン 民

言十 912 594 72 41 40 

各
個
の
家
長
は
僅
か
の
パ
ル
セ
ル
を
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
と
て
貧
農
の
状
態
を

根
本
的
に
改
革
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
@
ち
な
み
に
ル
モ
ワ

l
ヌ

国

-
Z
E。
zo
の
ヴ

エ
ル
サ
イ
ユ
地
方
の
八
五
の
コ
ン
ミ
ユ
ン

の
固
有
財
産
取
得
の
研
究
を
み
る
と

。。ロロロロロ。

上
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。
@

こ
れ
に
よ
る
と
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
画
地
の
七
二
%
が
こ
の
地
方
の
村
々
の
者
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
等
の
中
に
は
極
小
土
地
耕
作
者
・
葡
萄
栽
培
者
・
職
人
・
小
商
人
を
含

ん
で
い
た
。

一
l
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
迄
の
画
地
は
四
八
%
が
こ
れ
ら
の
村
々
の
主
と
し
て
小
土

地
所
有
者
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
。
以
下
一

0
1五
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
二
九
%
、
五

O
l
一
O

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
一
九
形
、

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
取
得
者
は
僅
か
に
一
ニ
ガ
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。

つ
ま
り
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
地
方
の
村
々
の
住
民
は
圧
倒
的
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
取

得
者
で
あ
っ
て
、

一
O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
取
得
者
は
僅
ず
か
に
ト
ラ
ッ
プ
台
地
等
の
大
規

模
な
土
地
耕
作
者
達
に
限
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
具
体
的
に
ピ
エ

l
ヴ
ル
川
流
域
の
マ
ッ
シ
イ

富山一∞宅

か
ら
イ
ヴ
エ
ッ
ト
川
流
域
一
帯
の
低
地
の
マ
ル
ク

l
シ
l

宮
買
わ

0
5回

目
印

ま
で
の

八
つ
の
コ
ン
ミ
ユ
ン
を
み
る
と
、

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
画
地
の
分
割
は
一
七
一
、

一
O
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
下
が
七
五
戸
の
住
民
に
分
割
さ
れ
、
大
規
模
な
耕
地
の
分
割
は
見
当
ら
な
い
。
@
し

た
が
っ
て
谷
間
の
零
細
な
土
地
の
分
割
は
小
農
民
達
を
力
ず
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

第
二
に
砂
の
多
い
河
谷
は
荒
蕪
地
の
分
割
に
つ
い
て
も
耕
地
同
様
貧
農
に
は
不
利
で
あ
っ



た
。
河
谷
で
は
開
耕
す
る
前
に
非
常
に
苦
心
を
は
ら
っ
て
水
を
酒
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
な
沼
沢
が
多
く
て
こ
れ
は
わ
ず
か
に
放
牧
に
適
し
て

い
た
。
だ
が
国
有
財
産
を
売
却
す
る
に
当
っ
て
ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
農
民
の
間
に
は
農
村
工
業
の
盛
ん
な
ノ
ル
マ
ン
ツ

1
同
様
「
合
理
的
」

な
次
の
よ
う
な
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

「
こ
れ
ら
の
土
地
の
主
な
長
所
は
、
全
体
と
し
て
こ
そ
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
こ
れ
ら

の
土
地
を
小
部
分
に
分
割
し
た
な
ら
ば
、
家
畜
牧
場
は
実
現
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
す
べ
て
の
耕
作
者
達
に
も
感
じ

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
、
も
し
も
こ
れ
ら
の
土
地
を
分
割
し
た
な
ら
ば
、
家
畜
の
群
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
は
耕
作

も
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
理
解
す
る
の
で
あ
る
o
」
@
(
傍
点
筆
者
)

そ
の
た
め
九
二
年
と
三
年
の
土
地
分

割
の
法
令
実
施
を
最
も
嬉
ん
だ
一
匹
の
牧
牛
す
ら
所
有
し
な
い
貧
農
や
職
人
達
の
意
志
も
、
富
ん
だ
農
民
達
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
固
有
財
産
の
売
却
は
極
貧
農
は
も
と
よ
り
、
小
土
地
を
得
た
農
民
達
に
、
新
た
な
力
を
与
え
、
新
時
代
に
即
応
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

フランスの近代化と地域の変貌

注
入
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
河
谷
の
住
民
は
依
然
と
し
て
昔
の
姿
の
ま
ま
に
残
さ
れ
た
。

だ
が
台
地
の
上
で
は
状
勢
は
明
ら
か
に
異
る
も
の
が
あ
っ
た
。
革
命
一
は
台
地
の
農
民
を
勇
気
づ
け
た
。
こ
の
泥
土
質
の
大
農
経
営
の
ゆ

き
わ
た
っ
た
地
帯
で
は
、
多
額
の
資
金
を
用
い
て
穀
物
の
大
規
模
な
耕
作
・
飼
料
の
栽
培
等
が
行
わ
れ
、
生
産
の
増
大
と
資
本
主
義
化
が

急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
た
。
国
有
財
産
の
売
却
は
資
力
の
あ
る
大
借
地
農
に
は
当
然
有
利
で
あ
り
、
彼
等
の
購
入
意
欲
を
そ
そ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
意
欲
は
森
林
・
公
有
放
牧
・
沼
地
・
共
有
地
の
獲
得
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
大
借
地
農
対
農
村
共
同
体
の
対
立
は
革
命

下
に
あ
っ
て
、

「
大
借
地
を
分
割
ぜ
よ
」
と
の
貧
農
の
要
求
の
う
ち
に
集
約
さ
れ
た
。
大
土
地
経
営
農
の
利
益
の
た
め
に
耕
地
の
集
中
化

を
強
行
す
る
こ
と
は
共
同
体
に
し
が
み
つ
く
貧
農
の
立
場
を
ま
す
ま
す
貧
困
に
追
い
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
@
革
命
過
程
に
あ
っ
て
、
大

ガ

イ

エ

土
地
分
割
の
要
求
が
台
地
の
上
の
村
々
で
如
何
に
多
か
っ
た
か
は
、
九
三
l
四
年
の
多
数
の
請
願
書
を
み
て
も
窺
い
知
れ
る
。
⑦
に
も
拘

193 

ら
ず
国
有
地
の
一

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
耕
地
を
獲
得
し
た
ト
ラ
ッ
プ
台
地
の
大
土
地
経
営
者
の
如
き
は
さ
ら
に
耕
地
の
統
合
を
促
進



し、

l
革
命
直
前
封
建
的
反
動
の
強
化
に
よ
っ
て
足
踏
み
し
た
耕
地
の
拡
大
も
革
命
後
再
び
促
進
さ
れ
、
ー
一
八
三
六
年
に
は
休
閑
地
は

194 

わ
ず
か
に
三

C
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
余
す
の
み
と
な
り
、
@
一
八
四
五
年
に
は
六

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
三
つ
の
大
耕
地
の
外
に
、
二
七

l

六
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
も
っ
た
六
つ
の
経
営
地
が
出
現
し
た
。
@

台
地
の
上
で
も
王
領
地
で
は
地
域
の
変
貌
は
こ
れ
と
異
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
人
々
の
努
力
に
よ
り
、
非
常
に
古
く
か
ら
徐
々

に
土
地
の
開
墾
や
改
良
が
な
さ
れ
て
来
た
が
、
革
命
に
よ
っ
て
王
権
の
緩
む
す
き
に
乗
じ
て
沼
森
林
は
変
化
の
速
度
を
速
め
た
。
革
命
期

問
中
、
指
導
官
の
行
政
的
無
能
さ
と
、
支
配
権
の
弱
体
化
は
彼
等
の
監
督
を
緩
和
し
た
。
そ
れ
に
つ
け
込
ん
だ
農
民
達
は
、
時
と
し
て
は

村
の
市
場
ゃ
あ
ま
り
良
心
的
で
な
い
投
機
師
に
売
却
す
る
目
的
で
木
材
を
伐
採
す
る
と
い
う
、
彼
等
に
残
さ
れ
た
自
由
を
行
使
し
た
。
か
か

る
例
は
、

一
七
九

O
年
春
、

ロ
カ
ン
ク
ー
ル

問。

ρ
c
g
gロ
ユ
の
住
民
が
王
の
苗
木
園
に
侵
入
し
て
耕
作
を
始
め
た
こ
と
、

ボ
ア
・
ダ

ル
の
シ
イ
の
農
民
が
附
近
の
沼
の
埋
め
立
て
を
行
っ
た
こ
と
、

マ
ル
リ
I
で
草
原
を
開
墾
地
と
な
し
た
こ
と
、
ま
た
シ
ャ
ヴ
ィ

l
ユ
で
は

畑
そ
の
真
中
に
点
在
し
て
い
る
休
閑
地
の
耕
作
を
無
断
で
開
始
し
た
こ
と
@
等
々
に
よ
っ
て
も
示
め
さ
れ
た
。

一
体
国
有
財
産
の
売
却
は
特
権
者
の
所
有
地
の
五
分
の
四
を
譲
り
渡
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
当
然
王
領
地
内
の
農
民
を

も
喜
ば
せ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
大
規
模
耕
作
者
の
成
立
を
み
ぬ
た
め
、
こ
こ
で
は
一
括
し
て
大
耕
地
を
獲
得
し
た
農
民
も
な

く
、
か
え
っ
て
ボ
ア
・
ダ
ル
シ
イ
の
ご
と
く
一
七
九
三
年
の
共
同
地
の
小
分
割
は
、
二
六
二
人
に
対
し
て
行
な
わ
れ
、
小
土
地
耕
作
者

回
出
一
色
仲
間

Mg同】丘AXM比
円
。
を
決
定
づ
け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
@
王
領
地
の
農
民
は
依
然
と
し
て
昔
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
傾
向
は

大
規
模
な
土
地
開
発
を
行
う
必
然
性
を
も
た
や
す
、

一
一
由
に
拡
っ
た
こ
と
の
森
林
は
一
七
九
四
年
グ
レ
ゴ
ワ

I
ル
神
父
の
H
b
m
包
円
ゆ
が
書
い

て
い
る
よ
う
に
「
田
園
の
最
も
貧
し
い
経
済
の
一
部
分
」
@
と
し
て
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
手
の
加
え
ら
れ
な
い
「
森
林
中
の
広
い
農
業

空
間
地
」
@
の
様
相
は
ボ
ア
・
ダ
ル
シ
イ
に
限
ら
ず
、
他
の
多
く
の
王
領
地
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
森
林
の
開
墾
は
資
力
の
な
い
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E
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k
r
・
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町
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山
口
E
E
W
5
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参
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四

さ
て
最
後
に
、

ア
ン
シ
ア
ン
・
レ
ジ
ー
ム
下
の
ユ
ル
ポ
ア
地
域
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
通
じ
て
農
業
資
本
主
義
化
を
い
か
に
確
立
し
た

か
、
ま
た
こ
の
地
域
に
お
け
る
地
域
の
変
貌
に
は
い
か
な
る
特
質
が
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
地
形
に
よ
り
区
別
さ
れ
た
二
つ
の
タ
イ
プ
は
、
革
命
後
も
そ
の
形
を
と
ど
め
た
。
①
第
一
に
セ

l
ヌ
河
沿
い
の

サ
ン
・
ク
ル
ー
か
ら
ブ

l
ジ
ヴ
ア
ル
に
い
た
る
谷
に
お
い
て
は
、
葡
萄
生
産
が
衰
退
の
一
路
を
辿
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
農
民
的
土
地
所
有

の
支
配
的
地
域
で
あ
る
た
め
、
葡
萄
生
産
が
商
業
的
に
成
立
し
な
い
こ
と
、
ま
た
気
候
的
に
も
適
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
革

命
直
後
の
こ
の
地
域
の
一
面
の
葡
萄
畑
は
、
シ
ュ

l
ル
ザ
ン
ヌ

ω日
2
0ロロ
g
で
は
葡
萄
、
ナ
ン
テ
ー
ル

z
m
E
Z
H一
円
。
コ
ロ
ン
ブ
円
。
-
。

B
ぴ
何
回
で
は
野
草
、
ピ
ュ
ト

l

可丘

gロ
M
で
は
蓄
積
畑
等
に
と
変
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
八

O
年
頃
か
ら
は
、
パ
リ
の
膨
脹
に
よ
っ
て
葡

萄
畑
は
急
速
に
姿
を
消
し
て
い
っ
て
、

セ
1
ヌ
河
沿
一
帯
の
低
地
で
は
、
次
第
に
工
場
や
住
宅
地
帯
が
こ
れ
に
代
る
に
い
た
っ
た
。
②
旧

い
小
土
地
に
も
と
苧
す
い
た
生
産
様
式
は
影
を
消
し
、
農
民
1

残
さ
れ
た
僅
か
の
ー
は
衰
退
し
て
ゆ
く
バ
ル
セ
ル
に
し
が
み
つ
き
、
僅
か
に



あ
れ
こ
れ
の
果
物
・
野
菜
作
り
に
終
始
し
た
。

こ
う
し
て
小
農
民
は
ル
イ
ユ
か
ら
ジ
ヤ
ン
ヴ
イ
エ
ー
ル

C
m
ロロゆ
4
日目
2
日

に
い
た
る
ま

で
、
実
に
十
三
人
を
数
え
る
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

次
い
で
ピ
エ

l
ヴ
ル
、
ィ
ヴ
エ
ッ
ト
川
流
域
の
農
村
も
、
大
都
市
パ
リ
の
膨
脹
に
よ
っ
て
次
第
に
侵
蝕
さ
れ
、
偏
西
風
を
防
ぐ
意
味
合

い
か
ら
い
っ
て
、
谷
間
の
小
耕
地
は
次
第
に
住
宅
地
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
革
命
後
ピ
エ

l
ヴ
ル
川
で
は
、
人
々
は
葡
萄
苗
木
及
び
果

物
の
栽
培
に
従
事
し
、

一
般
的
に
小
規
模
な
耕
作
が
行
な
わ
れ
た
。
①
イ
ニ
ー
か
ら
ジ
ョ

l
イ
及
び
ピ
ユ
ッ
ク
に
か
け
て
迄
は
、
牛
乳
を

売
る
酪
農
兼
業
農
家
が
現
わ
れ
、
水
近
の
土
地
は
小
牧
場
と
な
っ
た
。
ま
た
ヲ
ョ

1
イ
で
も
年
代
が
下
る
に
つ
れ
て
住
宅
地
に
変
っ
て
ゆ

き
、
園
芸
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
い
ず
れ
に
し
て
も
大
規
模
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
o
@
イ
ヴ
エ
ッ
ト
川
流
域
も
一
九
世
紀
始
め
は
、
菩
栽

培
が
行
な
わ
れ
、
花
畑
も
シ
ユ
ヴ
ル

l
ズ
の
谷
で
溢
れ
て
マ
ル
ク
l
シ
ま
で
続
い
た
。
@
こ
の
川
の
流
域
で
は
、
そ
の
他
に
目
立
っ
た
産

フランスの近代化と地域の変貌

物
と
し
て
は
、
豆
人
参
等
の
野
菜
類
で
あ
り
、
中
心
地
の
ジ
フ
の
民
そ
の
他
に
穀
物
生
産
・
園
芸
・
酪
農
が
行
な
わ
れ
た
。

と
く
に
オ

ル
セ
イ
か
ら
パ

l
ル
切
知
日
の
辺
に
か
け
て
の
地
区
で
は
乳
牛
の
飼
育
で
著
名
で
あ
る
が
、
@
い
ず
れ
も
規
模
の
小
さ
い
も
の
で
あ
っ

た。
以
上
問
題
の
ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
河
谷
の
変
遷
を
見
て
来
た
が
、
河
谷
地
帯
で
は
本
質
的
に
は
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は

た
だ
大
都
市
の
膨
脹
に
よ
っ
て
次
第
に
そ
の
郊
外
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
運
命
を
も
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
る
に
、
台
地
は
明
白
に
資
本
主
義
化
の
過
程
を
辿
っ
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
方
面
で
は
、
河
谷
地
帯
に
著
る
し
い
都
市
化
や
小
規
模

耕
作
者
と
は
、
明
ら
か
に
異
る
も
の
が
あ
っ
た
。
既
出
の
ト
ラ
ッ
プ
の
場
合
を
芳
え
て
み
る
。
こ
こ
に
は
一
七
六

O
年
一
八

O
i二
五

O
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ヘ
ク
タ
ー
ル
の
三
つ
の
大
耕
地
が
あ
っ
た
が
、

一
八
四
五
年
に
な
る
と
こ
の
地
は
六

O
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
三
つ
の
大
耕
地
と
二
七
l

六
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
を
も
っ
六
つ
の
耕
地
が
あ
ら
わ
れ
二
九

O
O年
に
な
る
と
J
」
れ
ら
の
大
耕
地
は
更
に
二
つ
の
大
耕
地
に
統
合
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A 

放牧場

さ
れ
、
中
規
模
の
耕
地
は
数
え
切
れ
な
い
程
に
な
っ
た
。
@

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
こ
の
耕
地
の
増
大
の

一
例
と
し
て
次
の
様
な
例
を
あ
げ
て
い
る
。

一
八
世
紀
末
、

小
農
民
の
捨
て
た
地
を
統
合
し
て
一
フ
エ
ル
ミ
エ
は
六

O
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
所
有
し
た
が
、

一
九
世
紀
始
め
に
な
る
と
、

国
有
財
産
売
却
等
に
よ
り
、
そ
の
耕
地
の
傍
ら
に
森
を
切
り

聞
い
て
九

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
さ
ら
に
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

教
会
領
の
耕
地
を
所
有
す
る
に
い
た
っ
た
。
③
そ
し
て
彼
の

耕
地
は
上
の
図
に
よ
っ
て
も
分
る
よ
う
に
、
完
全
に
資
本
主

義
的
大
農
業
経
営

r
E
H
-
0
2
2ロ仏
2
5
に
変
化
し
た
の

に

一
九
世
紀
始
め
、
ト
ラ
ッ
プ
で
は
牧
畜
業
に
お
い
て
は
メ
リ
ノ
羊
を
四

O
O匹
入
れ
る
こ
と
に
成
功
し
、
同
時
に
工
業
面
で
は
風
力

で
あ
る
。
@
す
な
わ
ち
エ
、
ヴ
ラ
1
ル
が
書
い
て
い
る
よ
う

及
び
家
蓄
!
一
八
六
二
年
に
は
四

O
頭
の
牛
を
使
用
ー
を
利
用
し
て
あ
ち
こ
ち
に
甜
菜
糖
工
場
が
建
て
ら
れ
た
。
甜
菜
栽
培
に
よ
る
土
地

利
用
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
大
陸
封
鎖
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、

一
八
三
五

i
五
O
年
に
急
速
に
広
ま
っ
た
。
そ
の
他
小
麦
や
大
麦
の
生
産
、

ピ
ィ
エ

I
ブ
ル
川
の
上
の
台
地
ヴ
イ
リ
エ
ー
ル
・
ル
・
パ

l
ク
ル

乳
牛
の
飼
育
、
野
菜
の
栽
培
等
々
に
つ
い
て
い
っ
て
も
、
大
都
市
の
郊
外
に
お
け
る
資
本
主
義
化
は
典
型
的
に
進
行
し
た
。
@

は
王
政
復
古
ま
で
す
み
れ
等
飼
料
の
生
産
が

主
で
あ
っ
つ
が
、

〈

EOEE-OE切
由
。
円
。

一
八
八

O
年
以
後
は
二
一

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
一
つ
の
大
耕
地
が
出
現
し
、
そ
の
他
二
五
|
三

O
ベ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
農



は
酪
農
と
オ
ラ
ン
ダ
高
の
栽
培
へ
と
転
化
し
て
、

一
九
一
二

O
年
頃
ま
で
は
甜
菜
糖
精
製
に
も
従
事
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
二

O
年
頃
か
ら

腐
蝕
土
の
欠
如
の
た
め
、
土
地
は
疲
れ
、
そ
の
生
産
は
急
速
に
下
っ
た
が
。

イ
ヴ
エ
ッ
ト
川
南
、
リ
ム

l
ル
近
く
で
は
甜
菜
は
僅
か
に
一
・
一
%
で
固
い
込
み
に
よ
る
牧
畜
が
主
で
と
な
っ
た
。

最
後
に
セ

l
ヌ
河
南
の
台
地
で
あ
る
が
、

か
つ
て
森
林
に
被
わ
れ
た
王
領
地
の
極
め
て
多
い
地
方
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
台
地
で
も
東
部

の
王
領
地
セ

l
グ
ル
、

ム
ー
ド
ン
及
び
サ
ン
・
ク
ル
ー
に
か
け
て
一
面
を
被
っ
た
葡
萄
畑
と
、

セ
ー
ヴ
ル
附
近
の
谷
の
野
菜
栽
培
は
一
九

世
紀
に
は
姿
を
消
し
、
こ
こ
の
伝
統
的
な
旧
い
生
産
様
式
に
よ
っ
た
野
菜
栽
培
は
、
交
通
の
発
達
、
パ
リ
の
人
口
増
加
な
ど
に
と
も
な

ぃ
、
野
菜
栽
培
地
帯
の
新
た
な
建
設
に
よ
っ
て
移
動
し
た
。
代
っ
て
園
芸
の
建
物
が
現
わ
れ
、
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
等
の
影
響
に
よ
っ
て
花
苗

床
の
中
心
地
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
西
方
一
帯
に
か
け
て
は
、
王
室
の
旧
い
宮
殿
の
中
に
国
立
園
芸
学
校
が
建
て
ら
れ
、
国
立
農
業
研
究
所

フランスの近代化と地域の変貌

が
か
つ
て
の
パ
ル
ク
の
使
用
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
。
ま
た
ヒ

1
ス
腐
蝕
土
と
旧
い
宮
廷
付
き
庭
師
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
園
芸
に
貢
献
し

た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
王
領
地
で
あ
る
ノ
ワ
ヲ

1
・
ル
・
ロ
ワ

Z
。目的可ム
0
・H
N
色
、
ラ
・
セ
ル

F
m
H
n
o
-
-
o
、ル

l
、
グ
シ
エ
ン
ヌ

4
2目
。
ロ
ロ
ベ
マ
ル
リ
l

ブ
l
ジ
ヴ
ァ
ル
、
∞
。
己
ぬ
守
巳

円。ロ

ヴ
オ
ワ
ザ
ン
・
ル
・
ブ
ル
ト
ヌ
I

J

1

。
宮
古
田
山
0
・
∞
百
円
。
ロ
ロ
o
m
g
M
等
々

冨
耳
目
司

に
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
一
八
四

O
年
頃
か
ら
中
・
小
規
模
の
園
芸
地
と
な
っ
た
。
ル
ウ
・
ド
・
ガ
リ
l
川
に
い
た
る
台
地
も
シ
エ
ス
、
ネ
イ

n
H
H
O
田
口
昌
一
と
同
様
、
ボ
ワ
・
、
ダ
ル
シ
イ
も
革
命
後
は
や
は
り
園
芸
の
中
心
地
と
し
て
生
ま
れ
変
っ
た
o
@
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
推

移
と
そ
れ
に
と
も
な
う
地
域
の
変
貌
は
、
特
質
と
し
て
交
通
地
理
的
条
件
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
壬
領
地
は
い
ず
れ
も
商
品
流
通

の
便
利
な
処
に
位
置
を
占
め
て
い
た
。
し
か
る
に
衰
退
の
道
を
辿
っ
た
。
例
え
ば
ボ
ワ
・
ダ
ル
シ
イ
で
は
、
さ
き
に
み
た
ご
と
く
革
命
は

199 

小
土
地
耕
作
者
を
決
定
づ
け
、
彼
等
は
そ
の
後
園
芸
に
あ
る
い
は
小
規
模
の
牧
畜
業
に
と
同
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
耕
地
は

l
専
問
的

小
経
営
者
に
よ
っ
て
営
ま
れ
た
耕
地

l
そ
れ
自
体
、
資
金
そ
の
他
の
関
係
で
自
ら
を
近
代
的
に
変
車
し
て
行
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
@
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以
上
か
ら
云
え
る
こ
と
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ル
ポ
ア
地
方
の
地
域
の
変
貌
は
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
前
後
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
変

っ
た
。
す
な
わ
ち
河
谷
や
低
地
で
は
、
雰
細
耕
地
が
支
配
的
で
あ
り
、
革
命
前
後
も
本
質
的
に
は
変
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
台
地
で
は
明

白
に
耕
地
の
統
合
が
行
な
わ
れ
、
商
品
的
農
作
物
の
生
産
は
、
革
命
を
経
て
一
層
発
展
し
、
資
本
主
義
化
は
確
立
し
た
。
た
だ
し
パ
リ
、

ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
附
近
の
王
領
地
で
は
、
革
命
以
前
こ
う
し
た
傾
向
を
と
り
な
が
ら
も
特
殊
な
状
態
に
お
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
地
理
的
に
大

消
費
都
市
を
直
ぐ
近
く
に
控
え
て
は
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
殊
な
社
会
関
係
を
も
っ
て
い
た
た
め
に
、
資
本
主
義
的
農
業
生
産
様
式

を
十
分
に
持
つ
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
的
発
展
の
軌
道
に
の
ら
ず
、
革
命
後
も
僅
か
に
小
農
民
に
よ

る
園
芸
地
帯
及
び
未
耕
の
森
林
地
帯
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
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地
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は
〉
-
u
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司
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